
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

◆
地
域
の
未
来
を
考
え
る

　

イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　

高
知
工
科
大
学
地
域
連
携
機

構
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
関
わ
り
の
深
い
テ
ー

マ
を
選
び
香
美
市
の
未
来
に
つ

い
て
皆
さ
ん
と
議
論
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
日
時
】

◆
AI
に
よ
る
獣
害
対
策

（
星
野
孝
総
）

　

９
月
16
日
（
水
）

18
時
～
19
時
30
分

◆
地
域
に
お
け
る
産
業
育
成

（
松
本
泰
典
）

11
月
18
日
（
水
）

18
時
～
19
時
30
分

◆
地
球
環
境
と
雲
降
水
現
象　

（
端
野
典
平
）

　

１
月
20
日
（
水
）

18
時
～
19
時
30
分

【
場
所
】

高
知
工
科
大
学C

ro
s
s
S
q
u
a
re

土
佐
山
田
町
宝
町
１－

１－

１

【
参
加
費
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

高
知
工
科
大
学
社
会
連
携
部

イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
担
当

☎
57
・
４
７
０
３

　　
(山田高校マンガ部)

た
だ
い
ま

No.１５９

ラ
テ
ィ
ナ
ヤ
カ
・
ム
デ
ィ
ヤ
ン
セ

ラ
ゲ
・
ナ
マ
ル
・
バ
ン
ダ
ラ
・
ラ

テ
ィ
ナ
ヤ
ケ

ス
リ
ラ
ン
カ
／
ウ
バ
州
モ
ナ
ラ
ー
ガ
ラ
県

ハガキまたはEメールで①クイズの解答②住所

③氏名④年齢⑤電話番号⑥誌面の感想を記入の

上、応募してください。応募は１人１通とさせ

ていただきます。

■応募締切 ８月３１日（月）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１（住所記載不要）

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

　　　

【問い合わせ先】総務課　☎５３－３１１２

※当選者は誌面で発表します。

Ａ．7月から全国で●●袋の有料化が始まりま

　　した。削減にご協力ください。

Ｂ．●の事故に気を付けよう！子どもだけで海

　　や川で遊ばないようにしましょう。

第第 １ ２１ ２ ４回回　かみかみクイズクイズ

応
募
方
法　

第１ ２ ４回 かみかみクイズ

E

第１２２回当選者 広末俊郎さん・岡山智佐さん・柳本寿麻さん

                      　　　　　　　　（応募総数３３通）

第１２３回の解答 A．ハザードマップ　B．熱中
　　　　　　　

解答は、今月号の誌面
にあるよ。
ケイタイからメールで応
募しよう。

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品

や
な
せ
た
か
し

Ｃ龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

申し込みは誕生月の前月１日まで 。

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

▲

第２０回  山崎勘解由左衛門山重と大栃飛地０回  山崎勘解由左衛門山重と大栃飛地

おおさと

か げ ゆ ざ え も ん

山崎地域周辺

１８Kami

ラ
・
ラ

ガ
ラ
県

　

私
は
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
ナ

マ
ル
で
す
。
今
年
４
月
か
ら
高

知
工
科
大
学
大
学
院
で
シ
ス
テ

ム
工
学
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
空
手
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
す
。

　

私
の
国
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
イ
ン
ド
の

南
東
に
あ
り
イ
ン
ド
洋
に
囲
ま

れ
た
島
国
で
す
。
面
積
は
約
２

５
３
０
０
平
方
マ
イ
ル
、
人
口

は
約
２
千
万
人
で
す
。
赤
道
に

近
い
気
候
、
海
岸
か
ら
丘
陵
地

帯
と
変
化
に
と
ん
だ
地
形
、
自

然
豊
か
な
国
で
す
。
こ
の
よ
う

な
恵
み
に
よ
っ
て
最
高
級
の
香

り
高
い
紅
茶
と
香
辛
料
が
生
産

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ス
リ
ラ
ン

カ
は
宝
石
が
採
れ
る
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
英
国
故
ダ

イ
ア
ナ
妃
の
結
婚
指
輪
に
使
わ

れ
た
ブ
ル
ー
サ
フ
ァ
イ
ア
は
ス

リ
ラ
ン
カ
産
で
す
。
ス
リ
ラ
ン

カ
に
は
紀
元
前
に
栄
え
た
王
国

の
古
代
遺
跡
、
仏
教
遺
跡
群
な

ど
が
あ
り
、
世
界
中
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
ね
て
い
ま
す
。

宗
教
に
つ
い
て
話
せ
ば
、
仏
教

徒
が
多
い
で
す
が
宗
教
信
仰
は

自
由
で
す
。
お
互
い
の
信
仰
と

文
化
を
尊
重
し
ま
す
。
ス
リ
ラ

ン
カ
は
シ
ン
ハ
ラ
人
、
タ
ミ
ル

人
な
ど
多
民
族
国
家
で
す
。
私

が
誇
り
に
思
う
の
は
異
な
る
宗

教
の
祭
り
で
も
国
全
体
で
祝
う

こ
と
で
す
。
助
け
合
い
を
重
ん

じ
ま
す
。
１
９
８
３
年
に
本
格

化
し
た
市
民
戦
争
は
２
０
０
９

年
終
結
宣
言
ま
で
の
長
き
に
わ

た
り
、
困
難
な
時
期
が
続
き
ま

し
た
。
で
も
、
困
難
に
直
面
し

困
難
を
乗
り
こ
え
る
た
び
に
ス

リ
ラ
ン
カ
人
は
お
互
い
の
絆
を

強
め
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ

禍
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
人
間
と

し
て
一
緒
に
立
ち
向
か
い
ま
し

ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
こ
れ
か
ら

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
あ
ら
ゆ

る
困
難
を
克
服
で
き
ま
す
。

じゃがいも&じゃがいも&かぼちゃぼちゃじゃがいも&かぼちゃ

姉妹都市積丹町の姉妹都市積丹町の姉妹都市積丹町の

５㎏ほくほくほくほくほくほく あま～いあま～いあま～い ２玉

全問正解者の中から全問正解者の中から
抽選で４名様に贈呈！抽選で４名様に贈呈！
全問正解者の中から
抽選で４名様に贈呈！

香
美
市
の
イ
ベ
ン
ト
中
止

情
報新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
市
内
で
例

年
開
催
さ
れ
て
い
る
次
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
中
止
が
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
香
美
市
じ
ん
け
ん

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
香
美
市
芸
術
祭

◆
よ
っ
て
た
か
っ
て
生

　

涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

◆
キ
ャ
リ
ア
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
イ

◆
レ
イ
ン
ボ
ー
コ
ン
サ

ー
ト

　

辺）「王子村」「徳吉村」「遠崎村」「末清村」などに、

山崎勘解由（盛高）の給地が確認できる。

　古来から土地の境界は、「土転び水流れ」と言

われる。尾根筋や谷、川は境界となっている。物

部大字大栃は、槇山川を越えて、大比や舞川の対

岸にもある。事の原因は、山崎氏の活躍にあるよ

うに考えられる。戦功を挙げて徐々に支配地を拡

大したのではないだろうか。影山崎や桑ノ川山崎

などは、一族の繁栄を示すものかも知れない。明

らかに境界線を越える土地は「飛地」と呼ばれ、

土地区分の特例で、確実ではないが、大比領主の

公文兵庫と共に、長宗我部国親の大忍庄南部平定

に山崎一族の活躍を見るように思う。現代流表現

では、一命を賭して給与の倍増を図るという事で、

一領具足の処世とは大変なもの、山崎山重は、一

族末裔にメッセージを残したように思うが、どの

ように考えられるであろうか。

　　　　　　  （香美市文化財保護審議会　岡村）

　戦国時代の物部山崎城主に山崎勘解由左衛門山

重がいる。家伝文書によれば、京から安芸郡室津

に下り、長宗我部氏に仕えたとある。長宗我部国

親が韮生郷に勢力を拡大した天文十八年（一五四

九）の頃であろう。山崎城は、大栃の背の山上で、

槇山谷や上韮生谷を抑える要地である事から、国

親の認める有能武士（四十一石）であったと考え

られる。山崎山重は、次のように加増された記録

が残っている。

永禄五年（一五六二）

　三月十一日付、物部山崎村の山崎勘解由に一町

歩の御加増がある。

　四月七日付、山崎山重は、正延名で頼光四郎左

衛門跡目四町四反三十三代を賜る。

同時かどうか、吉原村で「馬のかい領七反三十

代」を賜るとの記録もある。

　山重は直ぐに戦死し、卯月、長宗我部国親が韮

生代官を通じ、山重の息子盛高を跡目に立てるよ

う命じている。この御加増は、長宗我部地検帳

（一五八八）で大忍庄南部（現在の香我美町周

掲　

示　

板
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